
論
文

村
上
春
樹
と
蹴
上
・
山
科

 
 『

猫
を
棄
て
る　

父
親
に
つ
い
て
語
る
と
き
』
に
よ
せ
て 

 

細　

川　

涼　

一

一　

つ
な
が
る
村
上
春
樹 

　
　

―
山
科
か
ら
つ
な
が
る
五
冊

　

二
〇
二
一
年
一
月
、
た
ち
ば
な
リ
ン
ク
が
京
都
橘
大
学
生
協
で
行
っ
た
村
上
春

樹（
一
九
四
九
―
）の
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
に
際
し
、
村
上
春
樹
の
著
書
五
冊
を
推
薦
す

る
よ
う
に
依
頼
さ
れ
、
私
は
「
つ
な
が
る
村
上
春
樹
―
山
科
か
ら
つ
な
が
る
五

冊
」
を
寄
稿
し
た
。
こ
の
文
章
は
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
の
な
か
で
京
都
橘
大
学
生
協
に

パ
ネ
ル
と
し
て
貼
り
だ
さ
れ
た
文
章
で
あ
り（
原
稿
の
分
量
が
多
少
多
か
っ
た
た
め
、

パ
ネ
ル
で
は
一
部
省
略
）、
活
字
と
し
て
発
表
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
ま
ず

次
に
そ
の
内
容
を
示
そ
う
。

『
羊
を
め
ぐ
る
冒
険
』（
講
談
社
、
一
九
八
二
年
）

　

「
僕
」
と
友
人
の
鼠
の
物
語
で
あ
る
初
期
三
部
作
の
三
作
目
。
主
人
公
が
異
界

に
迷
い
込
み
、
死
者（
幽
霊
）と
対
話
し
、
生
あ
る
世
界
に
帰
還
す
る
と
い
う
、
村

上
春
樹
長
編
の
主
要
テ
ー
マ
＝
死
か
ら
の
自
己
救
済
が
う
か
が
え
る
作
品
。
読
後

に
、
羊
の
牧
場
が
あ
る
十
二
滝
町
の
モ
デ
ル
と
さ
れ
る
北
海
道
美び

深ふ
か

町
を
、
旭
川

出
身
の
橋
本
奈
々
未
が
訪
ね
る
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
『
乃
木
坂
46
橋
本
奈
々
未
の
恋
す
る
文

学
―
冬
の
旅
―
』（
北
海
道
文
化
放
送
、
二
〇
一
六
年
）を
見
る
の
も
楽
し
い
。

『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
上
・
下（
講
談
社
、
一
九
八
七
年
）

　

春
樹
長
編
の
入
門
書
と
し
て
薦
め
る
。
一
見
抒
情
的
な
恋
愛
小
説
で
あ
る
が
、

『
ク
ロ
ノ
ス
』
三
二
号
に
書
い
た
よ
う
に（（
（

、
外
部
に
対
す
る
全
て
を
自
分
の
中
に

内
閉
し
て
自
殺
し
、「
僕
」
を
愛
さ
な
か
っ
た
女
性
と
の
、
恋
愛
が
成
立
し
な

か
っ
た
恋
愛
小
説
で
あ
る
。
直
子
が
入
っ
た
療
養
施
設
が
あ
っ
た
の
は
京
都
北
山
。

『
風
の
歌
を
聴
け
』（
講
談
社
、
一
九
七
九
年
）

　

春
樹
の
長
編
は
、
同
時
代
を
総
括
し
よ
う
と
す
る
年
代
記
的
な
側
面
も
あ
る
。

そ
れ
は
、
父
親
が
兵
役
に
と
ら
れ
、
送
り
込
ま
れ
た
中
国
戦
線
の
時
代
か
ら（『
ね

じ
ま
き
鳥
ク
ロ
ニ
ク
ル
』）、
一
九
九
〇
年
代
の
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
に
ま
で
及
ん
で

論
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タ
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い
る
が（『
1
Ｑ
８
４
』）、
そ
の
片
鱗
は
学
生
運
動
が
吹
き
荒
れ
、
や
が
て
終
焉
し

た
一
九
七
〇
年
を
描
い
た
デ
ビ
ュ
ー
作
『
風
の
歌
を
聴
け
』
に
、
す
で
に
う
か
が

え
る
。
デ
ビ
ュ
ー
作
で
あ
る
と
同
時
に
、「
僕
」
と
鼠
の
物
語
で
あ
る
初
期
三
部

作
の
一
作
目
。
鼠
の
名
前
は
、
た
ぶ
ん
ア
メ
リ
カ
ン
・
ニ
ュ
ー
シ
ネ
マ
『
真
夜
中

の
カ
ー
ボ
ー
イ
』
に
登
場
す
る
、
都
会
の
片
隅
で
み
じ
め
に
暮
ら
し
、
死
ん
で
い

く
ダ
ス
テ
ィ
ン
・
ホ
フ
マ
ン
の
役
柄
か
ら
採
ら
れ
た（（
（

。
神
戸
港
の
倉
庫
街
を
描
い

た
佐
々
木
マ
キ
の
表
紙
も
印
象
的
で
あ
る
。

『
村
上
さ
ん
の
と
こ
ろ
』（
新
潮
社
、
二
〇
一
五
年
）

　

最
後
は
山
科
の
ご
当
地
ネ
タ
本
二
冊
。
春
樹
が
読
者
の
質
問
に
答
え
る
本
で
あ

る
が
、
京
都
で
最
も
好
き
な
場
所
は
と
い
う
質
問
に
答
え
て
、
山
科
の
毘
沙
門
堂

を
あ
げ
て
い
る
。
毘
沙
門
堂
と
そ
の
参
道
に
当
た
る
山
科
疏
水
界
隈
で
は
映
画
の

ロ
ケ
も
し
ば
し
ば
行
わ
れ
、
最
近
の
も
の
と
し
て
は
、
京
都
を
舞
台
に
し
た
『
劇

場
版
名
探
偵
コ
ナ
ン 

か
ら
紅
の
恋
歌
』
の
エ
ン
ド
ロ
ー
ル
に
登
場
す
る
、
紅
葉

に
染
ま
っ
た
毘
沙
門
堂
も
美
し
い
。

『
猫
を
棄
て
る　

父
親
に
つ
い
て
語
る
と
き
』（
文
藝
春
秋
、
二
〇
二
〇
年
）

　

春
樹
の
祖
父
が
住
職
を
務
め
た
浄
土
宗
西
山
派
の
安
養
寺
は
、
蹴け

上あ
げ

の
東
側
の

山（
大
日
山
）の
麓
、
日ひ
む
か
い向
大
神
宮（
日
向
神
社
）に
向
か
う
坂
道
の
途
中
に
あ
る
。
春

樹
の
父
は
そ
の
寺
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
蹴
上
界
隈
は
山
科
区
・
左
京
区
・

東
山
区
の
境
で
あ
り（
た
と
え
ば
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
都
ホ
テ
ル
は
東
山
区（

（
（

）、
日
向
大
神
宮

は
山
科
区
日
ノ
岡
で
あ
る
が
、
安
養
寺
は
残
念
な
が
ら
ぎ
り
ぎ
り
左
京
区
粟あ

わ

田た

口ぐ
ち

の
南
端
で
あ
る
。

　

五
冊
す
べ
て
の
本
が
京
都
や
山
科
と
関
係
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
京
都
橘
大

学
が
京
都
市
山
科
区
に
立
地
す
る
の
に
合
わ
せ
て
、
京
都
・
山
科
と
か
か
わ
り
が

あ
る
本
を
何
冊
か
交
え
た
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
と
い
え
ば
い
え
よ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
文
章
を
書
く
の
を
契
機
と
し
て
、
と
い
う
よ
り
は
『
猫
を
棄

て
る　

父
親
に
つ
い
て
語
る
と
き
』
が
発
表
さ
れ
た
の
を
契
機
と
し
て（
初
出
は

『
文
藝
春
秋
』
二
〇
一
九
年
六
月
号
）、
私
は
春
樹
の
祖
父
村
上
弁
識
が
住
職
を
務
め

た
浄
土
宗
西
山
派
の
青
龍
山
安
養
寺（
現
京
都
市
左
京
区
粟あ
わ

田た

口ぐ
ち

山
下
町
の
飛
地
）に

つ
い
て
、
若
干
の
こ
と
を
調
べ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
山
科
の
「
郷
土
」
史
と

で
も
い
う
べ
き
前
稿（（
（

の
補
遺
と
し
て
、
村
上
春
樹
と
蹴
上
・
山
科
の
関
係
を
安
養

寺
を
中
心
に
述
べ
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
し
た
が
っ
て
本
稿
は
、
春
樹
文
学
を

め
ぐ
る
文
芸
評
論
と
い
う
よ
り
は
、
山
科
地
域
を
め
ぐ
る
「
郷
土
」
史
の
一
斑
と

し
て
書
い
た
も
の
で
あ
る
。

二　

毘
沙
門
堂
界
隈 

　
　

―
『
村
上
さ
ん
の
と
こ
ろ
』

　

村
上
春
樹
の
戸
籍
上
の
生
ま
れ
は
京
都
で
あ
る
。
し
か
し
、
生
後
す
ぐ
に
兵
庫

県
西
宮
市
夙
川
、
つ
い
で
芦
屋
市
に
引
っ
越
し
、
神
戸
山
の
手
の
高
校
に
通
っ
た
。

こ
う
し
て
春
樹
は
、
自
ら
を
典
型
的
な
「
阪
神
間
少
年
」
と
称
し
、
芦
屋
・
神
戸

を
記
憶
の
集
積
と
し
て
の
「
故
郷
」
と
呼
ぶ（（
（

。
そ
の
一
方
、
戸
籍
上
の
出
生
地
で

あ
る
京
都
を
舞
台
と
す
る
作
品
は
、『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』（
た
だ
し
、
そ
の
大
部
分

は
東
京
が
舞
台
）を
例
外
と
し
て
ほ
と
ん
ど
な
い
。

　

こ
れ
は
高
校
時
代
に
、
神
戸
の
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
で
「
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
か
け
た

り
、
古
本
屋
で
安
い
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
ク
を
漁
っ
た
り
、
ジ
ャ
ズ
喫
茶
に
入
り
浸
っ
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た
り
、
ア
ー
ト
シ
ア
タ
ー
で
ヌ
ー
ヴ
ェ
ル
ヴ
ァ
ー
グ
の
映
画
を
見
る
」
と
い
っ
た

ア
メ
リ
カ
文
化
を
吸
収
し
て
文
学
者
と
し
て
の
資
質
を
形
成
し
た
春
樹
に
と
っ
て（（
（

、

日
本
の
伝
統
文
化（
古
典
文
化
）の
面
に
お
け
る
歴
史
的
・
現
実
的
役
割
を
今
日
に

伝
え
る
と
こ
ろ
と
さ
れ
た
京
都
は（（
（

、
自
ら
の
作
品
に
取
り
入
れ
る
に
は
相
応
し
く

な
い
場
所
と
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
春
樹
の
長
編
小
説
に
登
場
す
る
、
自
分
自

身
の
内
部
規
範
を
行
動
原
理
と
す
る
主
人
公
像
は
、
レ
イ
モ
ン
ド
・
チ
ャ
ン
ド

ラ
ー
や
ロ
ス
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
を
は
じ
め
と
す
る
ア
メ
リ
カ
の
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド

小
説
を
読
む
な
か
で
獲
得
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
と
く
に
最
近
の
エ
ッ
セ
イ
で
は
春
樹
は
京
都
に
言
及
し
、
中
に
は
京

都
東
郊
の
山
科
に
触
れ
た
も
の
も
あ
る
。
春
樹
が
読
者
か
ら
の
メ
ー
ル
に
よ
る
質

問
に
答
え
る
形
で
書
か
れ
た
『
村
上
さ
ん
の
と
こ
ろ
』
で
は
、
京
都
で
最
も
好
き

な
場
所
は
ど
こ
で
し
ょ
う
と
い
う
香
港
か
ら
の
留
学
生
の
質
問
に
答
え
て
、
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る（（
（

。

京
都
に
は
僕
の
好
き
な
場
所
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
毘
沙
門
堂
も
わ
り
に

好
き
で
す
。
山
科
の
駅
か
ら
の
ん
び
り
坂
道
を
登
っ
て
い
く
。
こ
の
道
が
僕

は
け
っ
こ
う
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。
近
く
に
お
い
し
い
お
蕎
麦
や
さ
ん
も
あ

り
ま
す
。
帰
り
道
は
疏
水
沿
い
に
ぶ
ら
ぶ
ら
と
散
歩
し
ま
す
。
桜
と
紅
葉
の

シ
ー
ズ
ン
は
混
ん
で
い
る
け
ど
、
あ
と
は
比
較
的
静
か
な
と
こ
ろ
で
す
。
い

つ
も
一
人
で
、
あ
て
も
な
く
考
え
事
を
し
な
が
ら
歩
い
て
い
ま
す
。

　

旧
東
海
道
か
ら
毘
沙
門
堂
に
行
く
に
は
、
毘
沙
門
堂
参
道（
江
戸
時
代
、
毘
沙
門

堂
道
と
呼
ば
れ
た
）を
ま
っ
す
ぐ
北
に
向
か
い
、
途
中
で
山
科
疏
水（
琵
琶
湖
疏
水（

（
（

）を

渡
る
が
、
参
道
西
側
の
安
朱
馬
場
ノ
西
町
に
は
、
一
九
九
〇
年
代
、
ひ
の
き
、
安

兵
衛
と
い
う
二
つ
の
料
理
屋
が
あ
っ
た（（1
（

。
こ
の
う
ち
ひ
の
き
は
二
〇
〇
〇
年
代
に

閉
店
し
て
マ
ン
シ
ョ
ン
に
建
て
替
え
ら
れ
た
が
、
蕎
麦
屋
の
安
兵
衛
は
二
〇
〇
〇

年
代
に
入
っ
て
も
営
業
し
て
い
た
の
で（（1
（

、
春
樹
が
記
す
「
お
蕎
麦
や
さ
ん
」
は
安

兵
衛
の
こ
と
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
現
在
は
安
兵
衛
も
閉
店
し
、
居
住
者
も
替

わ
っ
て
民
家
に
な
っ
て
い
る
。
山
科
の
料
理
屋
と
し
て
は
、
江
戸
時
代
か
ら
続
い

た
奴
茶
屋（
安
朱
桟
敷
町
。
旧
東
海
道
に
面
し
、
旅
館
も
兼
ね
た
）が
著
名
で
あ
っ
た
が
、

奴
茶
屋
も
す
で
に
建
物
を
取
り
壊
し
て
閉
店
し
、
山
科
の
一
部
の
変
化
は
二
〇
〇

〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
も
著
し
い
も
の
が
あ
る
。
か
つ
て
一
九
七
〇
年
代
に
、
山

科
の
光
景
を
京
都
の
旅
行
案
内
書
は
、「
大
津
か
ら
逢
坂
山（
東
海
道
線
―
引
用
者
）

や
音
羽
山（
東
海
道
新
幹
線
―
引
用
者
）ト
ン
ネ
ル
を
ぬ
け
て
、
つ
ぎ
の
東
山
ト
ン
ネ

ル
に
入
る
ま
で
の
間
、
東
海
道
線
や
新
幹
線
の
車
窓
か
ら
び
っ
し
り
い
ら
か
の
波

の
つ
づ
く
盆
地
の
風
景
が
な
が
め
ら
れ
る
」
と
述
べ
た（（1
（

。
一
九
七
〇
年
代
に
す
で

に
山
科
は
、
京
都
の
近
郊
農
村
か
ら
住
宅
地
・
市
街
地
へ
と
変
貌
を
遂
げ
て
い
た

こ
と
が
う
か
が
え
る
が
、
そ
れ
で
も
こ
の
当
時
、
日
本
家
屋
の
「
い
ら
か
の
波
」

の
家
並
み
が
続
い
た
山
科
の
光
景
は
、
今
日
で
は
多
く
小
さ
な
ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ

ン
が
建
ち
並
ぶ
景
観
に
替
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

山
科
疏
水
に
つ
い
て
は
、
門
脇
禎
二
が
子
供
の
こ
ろ
の
思
い
出
と
し
て
、「
わ

た
く
し
も
子
供
の
頃
に
、
父
に
つ
れ
ら
れ
て
大
津
三
井
寺
の
下
か
ら
く
だ
っ
た
こ

と
が
あ
る
。
ト
ン
ネ
ル
の
中
は
暗
く
、
時
々
水
滴
も
落
ち
て
不
気
味
で
あ
っ
た
が
、

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
た
沿
堤
の
桜
並
木
が
、
疏
水
の
上
に
門
を
な
し
て
美
し
か
っ

た
」
と
述
べ
て
い
る（（1
（

。
門
脇
が
記
憶
す
る
、
疏
水
が
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
た
途
端
に

広
が
る
沿
堤
の
桜
並
木
は
、
毘
沙
門
堂
界
隈
の
光
景
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
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三　

蹴
上
安
養
寺
と
春
樹
の
祖
父
村
上
弁
識

　

村
上
春
樹
の
父
は
、
蹴
上
に
あ
る
浄
土
宗
西
山
派
の
青
龍
山
安
養
寺
の
住
職
の

次
男
と
し
て
、
一
九
一
七
年（
大
正
六
）に
生
ま
れ
た
。
春
樹
は
最
近
ま
で
父
祖
に

つ
い
て
積
極
的
に
語
る
こ
と
は
な
か
っ
た
し
、
作
家
に
と
っ
て
は
作
品
が
す
べ
て

で
あ
る
と
い
う
立
場
に
立
て
ば
、
作
品
を
味
読
す
る
う
え
で
作
家
の
履
歴
は
ど
う

で
も
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
春
樹
自
ら
が
『
猫
を
棄
て
る　

父
親

に
つ
い
て
語
る
と
き
』
で
は
父
母
と
祖
父
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
の
で（（1
（

、
こ
こ
で

は
「
郷
土
」
史
の
立
場
か
ら
、
春
樹
の
祖
父
・
村
上
弁
識（
一
八
八
七
？
―
一
九
五

八
）が
住
職
を
務
め
た
蹴
上
安
養
寺
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

蹴
上
安
養
寺
に
つ
い
て
は
、
江
戸
時
代
の
地
誌
で
は
『
拾
遺
都
名
所
図
会
』
巻

二
が
「
蹴
上
安
養
寺
、
神
明（
日
向
神
社
。
江
戸
時
代
に
は
粟
田
口
神
明
宮
と
呼
ば
れ
た

―
引
用
者
）鳥
居
前
」
の
絵
を
掲
げ
る
が
、
絵
の
み
で
文
章
に
よ
る
記
事
は
な
い（（1
（

。

江
戸
幕
府
が
作
成
し
た
『
東
海
道
分
間
延
絵
図
』（
大
津
宿
～
京（

（1
（

）に
も
、
東
海
道

の
「
日
岡
村
之
内
九
体
町
」「
六
軒
町
」
に
沿
っ
て
、「
粟
田
神
明
・
門か

ど

出で

蛭え
び

子す

」

（
粟
田
口
神
明
宮
）と
と
も
に
「
安
養
寺
」
が
描
か
れ
る
。

　

ま
た
、
村
田
路
人
が
ト
レ
ー
ス
し
て
引
用
す
る
「
比
留
田
家
文
書
」
の
文
化
四

年（
一
八
〇
七
）新
規
休
所
設
置
願
付
図（
日
ノ
岡
村
付
近
の
東
海
道
の
図
）に
は（（1
（

、
東
海

道
の
「
日
ノ
岡
村
の
内
蹴
上
九
体
町
・
同
六
軒
町（（1
（

」
か
ら
粟
田
口
神
明
宮
に
向
か

う
参
道（
神し
ん

明め
い

道み
ち

）が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、「
神
明
社
地
」（
粟
田
口
神
明

宮
）と
並
ん
で
「
安
養
寺
地
」
が
見
出
せ
る
。
恐
ら
く
安
養
寺
は
江
戸
時
代
、
粟

田
口
神
明
宮
に
参
詣
す
る
旅
人
も
立
ち
寄
っ
て
賑
わ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

近
代
に
入
っ
て
、『
京
都
坊
目
誌
』（
一
九
一
五
―
一
六
年
〈
大
正
四
―
五
〉
刊
）の

上
京
第
二
十
七
学
区
粟
田
口
町
之
部
に
安
養
寺
の
記
事
を
掲
げ
、「
字
大
日
山
一

番
戸
に
あ
り（
三
条
通
小
間
座
町
〈
現
東
山
区
東
小
物
座
町
。
京
都
市
営
地
下
鉄
東
西
線

蹴
上
駅
が
地
下
に
あ
る
―
引
用
者
〉
よ
り
疏
水
神
明
橋
を
渡
り
て
上
に
あ
り
）。
青
龍
山

と
号
す
。
浄
土
宗
西
山
派
粟
生
光
明
寺
に
属
す
。
門（
南
面
）本
堂（
東
面
）本
尊
阿

弥
陀
仏
ノ
像
を
安
す（
座
像
四
尺
）。
恵
心（
源
信
―
引
用
者
）の
作
な
り
と
。
傍
に
慈

覚
ノ
像
を
置
く
」
と
し
て
、
大
略
次
の
よ
う
な
寺
伝
を
伝
え
て
い
る（（1
（

。

　

安
養
寺
は
は
じ
め
慈
覚（
円
仁
―
引
用
者
）が
一
切
経
を
納
め
て
一
切
経
谷
に
草

創
し
た
天
台
宗
の
寺
院
で
あ
る
。
旧
地
の
一
切
経
谷
は
、
現
在
地
神
明
山（
大
日

山
）の
東
南
に
当
た
る（
現
山
科
区
日
ノ
岡
〈
旧
日
ノ
岡
村
〉
一
切
経
谷
町
。
三
条
街
道

〈
京
都
府
道
１
４
３
号
線
〉
の
京
阪
バ
ス
九
条
山
バ
ス
停
〈
旧
京
阪
電
車
京
津
線
九
条
山

図 ２ 　『拾遺都名所図会』巻二より蹴上安養寺。門
前の東海道の家並みが蹴上九体町・蹴上六軒町。

村上春樹と蹴上・山科

43



駅
〉
の
東
側
の
谷
―
引
用
者
）。『
平
家
物
語
』
に
、
天
台
座
主
明
雲
も
し
ば
ら
く
こ

の
谷
に
い
た
こ
と
が
見
え
る
。
応
仁
元
年（
一
四
六
七
）八
月
の
東
岩
倉
合
戦
に
際

し
、
大
内
氏
が
一
切
経
谷
に
陣
し
、
た
め
に
寺
院
は
兵
火
で
焼
亡
し
た
。
延
徳
年

中（
一
四
八
九
―
九
二
）、
比
丘
尼
智
照
が
現
在
地
に
移
転
し
、
草
庵
を
結
び
居
住

し
た
。
天
正
年
間（
一
五
七
三
―
九
二
）、
僧
道
観（
永
養
と
号
す
）が
こ
こ
に
住
し
、

浄
土
宗
に
改
宗
し
て
寛
永
十
九
年（
一
六
四
二
）に
寂
し
た
。
二
世
僧
一
忠
が
堂
宇

を
建
立
し
、
清
浄
華
院（
現
上
京
区
北
之
辺
町
―
引
用
者
）に
請
う
て
寺
号
を
安
養
寺

と
名
づ
け
た
。
一
忠
は
専
修
念
仏
を
称
え
る
ほ
か
は
終
生
無
言
で
あ
っ
た
と
い
う

奇
行
で
知
ら
れ
、
俗
世
間
を
逃
れ
て
最
後
は
行
方
知
ら
ず
に
な
っ
た
と
も
、
承
応

二
年（
一
六
五
三
）正
月
に
寂
し
た
と
も
伝
え
る
。
六
世
僧
専
西
が
一
万
日
念
仏
の

廻
向
を
し
、
天
和
二
年（
一
六
八
二
）良
恩
寺（
現
東
山
区
粟
田
口
鍛
冶
町
。
も
と
粟
田

口
村
惣
堂
―
引
用
者
）に
附
属
し
た
。
享
保
八
年（
一
七
二
三
）青
蓮
院
門
主
に
専
属
し

（
す
な
わ
ち
、
天
台
宗
に
戻
っ
た
と
い
う
こ
と
か
―
引
用
者
）、
維
新
後
粟
生
光
明
寺
に

転
属
し
た（
す
な
わ
ち
現
在
に
至
る
浄
土
宗
西
山
派
に
転
属
―
引
用
者
）。

　

以
上
が
寺
伝
に
伝
え
る
安
養
寺
の
寺
史
で
あ
る
。『
平
家
物
語
』
巻
第
二
「
座

主
流
」
に
、
安
元
三
年（
一
一
七
七
）五
月
、
後
白
河
院
近
臣
の
西
光
の
讒
訴
に

よ
っ
て
天
台
座
主
明
雲
が
解
任
さ
れ
、
伊
豆
国
に
流
罪
と
決
ま
り
、
二
十
一
日
に

「
僧
正
な
く
〳
〵
（
白
河
の
―
引
用
者
）御
坊
を
出
て
、
粟
田
口
の
ほ
と
り
、
一
切

経
の
別
所
に
い
ら
せ
給
ふ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
現
山
科
区
日
ノ
岡
一
切
経
谷
町
に

当
た
る
一
切
経
谷
に
は
比
叡
山
の
別
所
一
切
経
堂
が
あ
り
、
明
雲
が
こ
こ
に
住
し

た
こ
と
も
事
実
で
あ
る（（2
（

（
い
わ
ゆ
る
鹿
ヶ
谷
の
陰
謀
事
件
〈
安
元
三
年
の
政
変
〉
に
よ
っ

て
西
光
は
平
清
盛
に
斬
ら
れ
、
明
雲
の
流
罪
は
実
行
さ
れ
な
か
っ
た
）。
こ
の
一
切
経
堂

は
応
仁
元
年（
一
四
六
七
）の
東
岩
倉
合
戦
で
南
禅
寺
な
ど
粟
田
口
付
近
の
多
く
の

寺
院
・
史
跡
と
と
も
に
焼
亡
し
た
と
い
わ
れ
る（『
応
仁
記
』
な
ど（

（2
（

）。

　

安
養
寺
は
、
か
つ
て
一
切
経
谷
に
あ
り
、
応
仁
の
乱
で
廃
寺
と
な
っ
た
比
叡
山

別
所
の
一
切
経
堂
を
安
養
寺
の
前
身
と
し
、
こ
れ
に
比
丘
尼
智
照
・
僧
道
観
以
後
、

寺
史
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
大
日
山
麓
の
粟
田
口
村
安
養
寺
を
結
び
つ
け
る
こ
と

で
、
安
養
寺
の
歴
史
を
近
世
以
前
ま
で
遡
ら
せ
て
寺
伝
と
し
て
綴
っ
た
、
と
す
る

こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
近
代
に
浄
土
宗
西
山
派（
粟
生
光
明
寺
末
）

と
な
る
以
前
、
江
戸
時
代
に
も
安
養
寺
は
浄
土
宗
だ
け
で
な
く
青
蓮
院
門
跡
と
も

か
か
わ
り
を
有
し
て
お
り
、
安
養
寺
に
天
台
の
山
門（
比
叡
山
延
暦
寺
）派
の
影
響

が
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
と
思
わ
れ
る
。
山
号
の
「
青
龍
」
山
は
、
安
養
寺
が
四
神

の
東
方
青
龍
と
し
て
京
都
の
東
の
出
入
口
で
あ
る
粟
田
口
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら

の
命
名
で
あ
ろ
う
。

　

春
樹
の
祖
父
村
上
弁
識
は
、
春
樹
に
よ
れ
ば
愛
知
県
の
農
家
の
息
子
だ
っ
た
が
、

修
行
を
積
ん
だ
末
に
京
都
の
安
養
寺
に
住
職
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
。
春
樹
は
祖
父

弁
識
に
つ
い
て
、「
ど
う
や
ら
か
な
り
自
由
闊
達
な
タ
イ
プ
の
人
物
で
あ
り
、
豪

快
に
酒
を
飲
み
、
ま
た
酔
っ
払
う
こ
と
で
名
を
馳
せ
て
い
た
よ
う
だ
。
名
前
の
通

り
弁
も
立
ち
、
僧
侶
と
し
て
は
そ
れ
な
り
に
有
能
な
人
で
あ
り
、
人
望
も
あ
っ
た

ら
し
い
。
僕
の
覚
え
て
い
る
限
り
で
は
、
一
見
し
て
豪
放
磊
落
、
一
種
カ
リ
ス
マ

的
な
要
素
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
」
と
し
て
、
そ
の
最
後
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

　

彼
は
六
人
の
息
子
を
も
う
け（
女
子
は
一
人
も
い
な
か
っ
た
）、
元
気
よ
く
人

生
を
生
き
て
き
た
が
、
１
９
５
８
年
8
月
25
日
の
朝
、
8
時
50
分
頃
に
京
都

（
御（マ
マ
）陵）と
大
津
を
結
ぶ
京
津
線
の
山
田
踏
切
り
を
横
断
し
よ
う
と
し
て
、
電

車
に
は
ね
ら
れ
て
死
ん
だ
。
東
山
区
山
科
北
花
山
山
田
町（
当
時
の
住
所
）に
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あ
る
警
手
の
い
な
い
踏
切
り
だ
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
大
き
な
台
風
が
近
畿
地
方

を
襲
っ
た
日
で（
そ
の
日
、
東
海
道
線
も
一
部
不
通
に
な
っ
た
）、
激
し
い
雨
が

降
っ
て
い
て
、
祖
父
は
傘
を
差
し
て
お
り
、
カ
ー
ブ
を
曲
が
っ
て
や
っ
て
く

る
電
車
の
姿
が
見
え
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
耳
も
少
し
悪
か
っ
た
よ
う
だ
。

僕
は
な
ぜ
か
祖
父
が
死
ん
だ
の
は
台
風
の
夜
中
で
、
檀
家
を
訪
れ
た
帰
り
道

で
た
ぶ
ん
少
し
酒
も
入
っ
て
い
た
と
い
う
よ
う
に
記
憶
し
て
い
た
の
だ
が
、

当
時
の
新
聞
記
事
を
調
べ
て
み
る
と
、
話
は
ま
っ
た
く
違
っ
て
い
る
。

　

村
上
弁
識
の
事
故
死
に
つ
い
て
、
当
時
の
『
京
都
新
聞
』
一
九
五
八
年（
昭
和

三
十
三
）八
月
二
十
五
日
付
夕
刊
は
、「
二
十
五
日
朝
八
時
五
十
分
ご
ろ
、
京
都
市

東
山
区
山
科
北
花
山
山
田
町（
山
科
区
は
当
時
は
東
山
区
の
一
部
―
引
用
者
）、
京
津
線

山
田
踏
切
り
を
横
断
し
よ
う
と
し
た
左
京
区
粟
田
口
山
下
町
、
安
養
寺
住
職
村
上

弁
識
さ
ん（
七
〇
）は
、
三
条
発
石
山
行
急
行
電
車
＝
田
辺
常
夫
運
転
士（
三
三
）＝

に
は
ね
ら
れ
即
死
し
た
。
無
警
手
の
踏
切
り
で
、
雨
の
た
め
カ
サ
を
さ
し
て
電
車

に
気
づ
か
な
か
っ
た
も
の
」
と
報
じ
て
い
る
。
ま
た
、
同
八
月
二
十
七
日
付
朝
刊

市
民
版
の
「
亡
く
な
っ
た
人
」
の
左
京
の
欄
に
、「
25
日
＝
粟
田
口
字
山
下
八
村

上
弁
識（
七
一
）」
と
あ
る（
年
齢
の
違
い
は
原
文
の
マ
マ（

（2
（

）。

　

村
上
弁
識
が
亡
く
な
っ
た
山
科
区
北
花
山
山
田
町
の
旧
京
阪
電
車
京
津
線
山
田

踏
切
り（
九
条
山
駅
と
日
ノ
岡
駅
〈
と
も
に
廃
駅
〉
の
間
）は
、
江
戸
時
代
の
旧
東
海
道

が
現
京
都
府
道
１
４
３
号
線（
三
条
街
道
。
旧
国
道
1
号
）に
合
流
す
る
所
に
あ
っ
た（（2
（

。

　

す
な
わ
ち
、
山
科
・
御
陵
か
ら
蹴
上
・
三
条
大
橋
方
面
に
向
か
う
な
ら
ば
、
旧

東
海
道
が
遠お

ち

近こ
ち

道ど
う

印い
ん

の
『
東
海
道
分
間
絵
図（（2
（

』
に
、「
此
所
上
り
坂
」「
此
所
う
ば

が
ふ
と
こ
ろ（
姥
が
懐
）と
云
」
と
あ
る
日
ノ
岡
峠
の
難
所（
現
山
科
区
日
ノ
岡
ホ
ッ
パ

ラ
町
か
ら
北
花
山
山
田
町
に
か
け
て
の
上
り
）を
越
え（（2
（

、
現
京
都
府
道
１
４
３
号
線
に

合
流
す
る
際
に
渡
る
、
京
津
線
の
踏
切
り
が
山
田
踏
切
り
な
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
府
道
１
４
３
号
線（
旧
国
道
1
号
）の
う
ち
、
御
陵
の
天
智
天
皇
陵
～
山

田
踏
切
り
間
は
、
東
海
道
の
日
ノ
岡
峠
の
難
所
を
東
側
に
迂
回
す
る
た
め
に
、
幕

末
の
慶
応
年
間（
一
八
六
五
―
六
八
）に
で
き
、
一
八
七
五
年（
明
治
八
）か
ら
三
年
が

か
り
で
大
規
模
な
改
良
工
事
を
行
っ
た
新
道
で
あ
る（（2
（

。
近
代
の
新
道
が
日
ノ
岡
峠

を
迂
回
し
た
た
め
、
日
ノ
岡
峠
付
近
で
古
い
東
海
道
の
景
観
が
残
っ
た
と
い
え
よ

う
。

　

旧
山
田
踏
切
り
か
ら
東
海
道
は
、
京
都
府
道
１
４
３
号
線
を
『
東
海
道
分
間
絵

図
』
に
「
石
の
じ
ぞ
う（
地
蔵（

（2
（

）」「
山
の
本
に
け
か
け（
蹴
上
カ
）の
水
」
と
あ
る
京

阪
バ
ス
九
条
山
バ
ス
停（
旧
京
津
線
九
条
山
駅
）の
ピ
ー
ク
を
過
ぎ（
九
条
山
バ
ス
停
の

東
側
が
山
科
区
日
ノ
岡
一
切
経
谷
町
。
寺
伝
に
安
養
寺
の
旧
地
と
伝
え
る
所
）、「
神
明
へ

の
道
」
＝
粟
田
口
神
明
宮（
日
向
神
社
）と
安
養
寺
の
参
道
に
至
る
の
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
東
海
道
は
、
春
樹
の
祖
父
弁
識
が
蹴
上
の
安
養
寺
か
ら
檀
家
廻
り
な
ど
で

九
条
山
や
日
ノ
岡
の
峠
を
越
え
て
往
還
し
、
最
後
に
命
を
落
と
し
た
所
で
も
あ
っ

た
。

　

春
樹
の
長
編
第
二
作
『
１
９
７
３
年
の
ピ
ン
ボ
ー
ル
』
に
は
、「
土
砂
降
り
の

雨
と
冷
や
酒
と
難
聴
の
せ
い
」
で
電
車
に
轢
か
れ
て
死
ん
だ
井
戸
掘
り
職
人
の
挿

話
が
あ
る
が（（2
（

、
こ
の
井
戸
掘
り
職
人
の
挿
話
は
、
祖
父
の
こ
と
を
意
識
し
て
描
か

れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
以
後
、
井
戸
が
繰
り
返
し
春
樹
作
品
に
登
場
す
る
こ

と
は
、
春
樹
の
読
者
に
は
す
で
に
周
知
の
事
実
で
あ
ろ
う（（2
（

。

　

三
条
街
道（
京
都
府
道
１
４
３
号
線
）か
ら
日
向
神
社
に
向
か
う
参
道（
神
明
道
）入

口
に
は
、
日
向
神
社
の
鳥
居
と
安
養
寺
の
石
柱
が
立
つ
が
、
こ
の
安
養
寺
石
柱
は

春
樹
の
祖
父
弁
識
が
一
九
三
一
年（
昭
和
六
）十
二
月
に
立
て
た
も
の
で
あ
る
。
石

村上春樹と蹴上・山科

45



柱
表
面
に
「
青
龍
山
安
養
寺
」、
裏
面
に
「
昭
和
六
年
十
二
月
建
之　

住
職
村
上

辨
識
」
と
あ
る（
筆
者
採
訪
）。
こ
の
石
柱
は
三
条
街
道
を
行
き
交
う
人
々
に
と
っ

て
、
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
も
目
立
つ
立
派
な
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
だ
け
の
石

造
物
を
勧
進
造
立
し
た
弁
識
は
、
確
か
に
春
樹
が
述
べ
る
よ
う
に
「
僧
侶
と
し
て

は
そ
れ
な
り
に
有
能
な
人
で
あ
り
、
人
望
も
あ
っ
た
」
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
安

養
寺
の
僧
侶
と
し
て
は
、
終
生
無
言
で
あ
っ
た
と
い
う
二
世
一
忠
と
、
名
の
通
り

弁
が
立
っ
た
と
い
う
村
上
弁
識
は
、
対
照
的
な
意
味
で
傑
出
し
た
僧
侶
で
あ
っ
た

（
た
だ
し
豪
放
磊
落
さ
で
鳴
ら
し
、
謹
厳
実
直
な
僧
侶
の
規
範
を
外
れ
た
面
で
は
、
二
人
は

相
似
形
を
も
示
し
て
い
る
）と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

結
び
に
か
え
て

　

京
都
東
郊
の
山
科
は
、
洛
中
と
の
対
比
で
、
洛
中
＝
中
心
に
対
す
る
周
縁
と
し

て
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
中な

か

京ぎ
ょ
うで
老
舗
を
営
む
家
の
令
嬢
が
、
山
科
の
男
か
ら

縁
談
が
あ
っ
た
の
に
対
し
、
地
理
的
な
条
件
が
落
ち
た
と
し
て
、「
山
科
な
ん
か

い
っ
た
ら
、
東
山
が
西
の
方
に
見
え
て
し
ま
う
や
な
い
の
」
と
説
明
し
た
と
い
う
、

井
上
章
一
『
京
都
ぎ
ら
い
』
の
話
は
、『
京
都
ぎ
ら
い
』
が
読
ま
れ
る
中
で
有
名

な
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
な
っ
た
が（（3
（

、
中
世
史
研
究
者
の
横
井
清
の
「
京
都
幻
像
―
あ
る

小
宇
宙
」（
一
九
八
一
年
初
出
）に
、
同
様
の
話
は
そ
の
先
蹤
を
見
出
せ
る（（3
（

。
横
井

図 3 　旧京津線山田踏切り付近から
旧東海道日ノ岡峠方面を臨む

図 5 　安養寺石柱裏面村上弁識の銘文

図 4 　安養寺石柱表面
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は
一
九
六
九
年
、
三
十
有
余
年
を
過
ご
し
た
下
京
区
の
「
お
町
内
」
を
離
れ
て
山

科
の
東
端
部（
山
科
区
小
山
中
ノ
川
町
。
当
時
は
東
山
区
山
科
小
山
中
ノ
川
町
。
音
羽
山

〈
牛
尾
山
〉
へ
の
登
山
口
〈
牛
尾
山
道
〉
が
近
く
に
あ
っ
た
の
で（

（3
（

、
横
井
自
身
は
「
牛
尾
山

麓
」
と
呼
ん
だ
）に
移
住
し
た
時
、
夕
陽
が
東
山
連
峰
に
落
ち
て
行
く
の
を
見
て
、

衝
撃
を
受
け
た
と
「
京
都
幻
像
―
あ
る
小
宇
宙
」
で
述
懐
し
て
い
る
。

　

も
っ
と
も
横
井
は
、『
京
都
ぎ
ら
い
』
の
「
中
京
の
老
舗
の
令
嬢
」
と
は
違
い
、

東
山
が
西
に
見
え
る
の
を
山
科
に
対
す
る
貶
め
と
し
て
述
べ
て
い
る
の
で
は
な
く
、

そ
こ
か
ら
「
京
都
」
史
に
対
す
る
視
座
の
転
換
が
自
分
の
中
で
始
ま
っ
た
、
と
語

る
の
で
あ
る
。
周
縁
＝
山
科
の
視
座
か
ら
す
る
中
心
＝
「
京
都
」（
洛
中
）の

「
町
」
の
対
象
化
・
相
対
化
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
中
世
京
都
の
暗

部
を
民
衆
の
視
座
か
ら
え
ぐ
っ
た
畢
生
の
著
書
『
中
世
民
衆
の
生
活
文
化
』
は（（3
（

、

こ
う
し
て
東
山
に
西
日
が
沈
む
の
を
山
科
か
ら
眺
め
る
横
井
の
思
索
と
と
も
に
生

ま
れ
た
。

　

翻
っ
て
、
春
樹
が
京
都
で
最
も
好
き
な
場
所
と
し
て
、
洛
中
を
中
心
と
す
る
京

都
盆
地
の
寺
院
や
史
跡
で
は
な
く
、
東
山
を
一
つ
隔
て
た
山
科
の
毘
沙
門
堂
と
山

科
疏
水
を
あ
げ
た
時
、
洛
中
の
「
京
都
人
」
が
山
科
に
対
し
て
持
つ
揶
揄
的
な
視

線
が
あ
る
こ
と
を
意
識
し
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
春
樹
が
、
京
都

で
最
も
好
き
な
場
所
と
し
て
、
山
科
の
寺
院
と
疏
水
を
掲
げ
た
の
は
、
恐
ら
く
は

春
樹
が
洛
中
の
「
京
都
人
」
の
説
明
す
る
「
京
都
」
の
範
囲
を
知
ら
な
い
か
ら
な

の
で
は
な
く
、
山
科
へ
の
入
口
と
も
い
え
る
蹴
上
の
、
し
か
も
疏
水（
蹴
上
イ
ン
ク

ラ
イ
ン
）の
傍
ら
に
あ
る
寺
院
の
住
職
を
祖
父
に
持
っ
た
者
と
し
て
、
こ
の
地
域

に
対
す
る
自
然
な
親
近
感
か
ら
出
た
こ
と
な
の
で
あ
る
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

注（
1
）	

拙
稿
「
村
上
春
樹
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』」（『
ク
ロ
ノ
ス
』
三
二
号
、
京
都
橘
大

学
女
性
歴
史
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
〇
年
）。

（
2
）	

大
学
時
代
を
早
稲
田
大
学
文
学
部
映
画
演
劇
科
の
学
生
と
し
て
過
ご
し
た
村
上
春

樹
に
は
、
映
画（
洋
画
）を
め
ぐ
る
著
書
も
あ
る（
村
上
春
樹
・
川
本
三
郎
『
映
画
を

め
ぐ
る
冒
険
』
講
談
社
、
一
九
八
五
年
）。『
映
画
を
め
ぐ
る
冒
険
』
で
は
、『
真
夜

中
の
カ
ー
ボ
ー
イ
』
も
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
執
筆
担
当
は
共
著
者
の
川
本
三

郎
で
あ
る
。

（
3
）	

松
本
清
張
は
都
ホ
テ
ル（
当
時
。
現
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
都
ホ
テ
ル
）を
愛
し
、
京
阪
電

車
京
津
線
が
併
用
軌
道（
路
面
）電
車
と
し
て
京
津
三
条
～
蹴
上
界
隈
を
走
っ
て
い
た

こ
ろ
の
都
ホ
テ
ル
を
、
た
び
た
び
作
品
に
登
場
さ
せ
て
い
る（
松
本
清
張
『
球
形
の

荒
野
』
光
文
社
カ
ッ
パ
・
ノ
ベ
ル
ス
、
一
九
七
一
年
、
一
七
五
頁
以
降
、
同
『
小
説

帝
銀
事
件
』
角
川
文
庫
、
一
九
六
一
年
、
三
頁
以
降
、
な
ど
）。

（
4
）	

拙
稿
「
記
録
に
見
る
山
科
の
街
道
と
旅
―
伏
見
街
道
・
三
条
街
道（
東
海
道
）・
毘

沙
門
堂
―
」（『
京
都
橘
大
学
女
性
歴
史
文
化
研
究
所
紀
要
』
二
九
号
、
二
〇
二
一
年
）。

（
5
）（
6
）　

村
上
春
樹
『
辺
境
・
近
境
』
新
潮
社
、
一
九
九
八
年
、「
神
戸
ま
で
歩
く
」。

な
お
、
高
取
英
・
村
上
春
樹
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
幻
想
の
ア
メ
リ
カ
少
年
は
中
産
階
級

の
友
が
好
き
だ
っ
た
」（『
宝
島
』
一
九
八
一
年
十
一
月
号
、
J
I
C
C
出
版
局
）参

照
。

（
7
）	

横
井
清
「
京
都
幻
像
―
あ
る
小
宇
宙
」（『
都
忘
れ
の
京
語
り
』
編
集
工
房
ノ
ア
、

二
〇
二
一
年
）、
一
三
頁
。『
都
忘
れ
の
京
語
り
』
は
横
井
の
三
周
忌
を
期
し
、
妻
の

横
井
泰
子
氏
に
よ
っ
て
、
横
井
の
「
故
郷
京
都
論
」
を
意
図
し
て
編
ま
れ
た
遺
著
。

（
8
）	

村
上
春
樹
『
村
上
さ
ん
の
と
こ
ろ
』
新
潮
社
、
二
〇
一
五
年
、
一
四
頁
。
原
文

「
疎
水
」
を
「
疏
水
」
に
訂
正
。

（
9
）	

後
藤
敦
史
「
近
代
の
山
科
」（
京
都
橘
大
学
・
山
科
区
役
所
協
力
『
山
科
の
歴
史

と
現
代
』
山
科
経
済
同
友
会
、
二
〇
二
〇
年
）。
一
八
九
〇
年（
明
治
二
十
三
）に
竣

工
し
た
琵
琶
湖
疏
水
の
歴
史
を
簡
潔
に
纏
め
て
い
る
。

（
10
）	
タ
イ
ム
ス
ペ
ー
ス
『
京
都
』
昭
文
社
Ｕ
ガ
イ
ド
、
一
九
九
三
年
十
二
版
、
四
〇
一

頁
。

（
11
）	

『
ゼ
ン
リ
ン
住
宅
地
図　

京
都
市
10
山
科
区
』
ゼ
ン
リ
ン
京
都
営
業
所
、
二
〇
〇

村上春樹と蹴上・山科
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四
年
五
月
。

（
12
）	

有
馬
茂
純
『
京
都
』
実
業
之
日
本
社
ブ
ル
ー
・
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
ス
、
一
九
七
二
年
、

二
一
二
頁
。

（
13
）	
門
脇
禎
二
『
京
都
・
奈
良
の
旅
』
社
会
思
想
社
現
代
教
養
文
庫
、
一
九
六
三
年
、

五
一
頁
。

（
14
）	

村
上
春
樹
『
猫
を
棄
て
る　

父
親
に
つ
い
て
語
る
と
き
』
文
藝
春
秋
、
二
〇
二
〇

年
。『
文
藝
春
秋
』
二
〇
一
九
年
六
月
号
の
初
出（「
猫
を
棄
て
る
―
父
親
に
つ
い
て

語
る
と
き
に
僕
の
語
る
こ
と
」）と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
あ
る
が
、
初
出
で
は
祖
父
村
上

弁
識
に
つ
い
て
は
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
父
の
名
前
は
は
っ
き
り
と
示

さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
京
都
の
寺
院
の
住
職
で
あ
っ
た
祖
父
が
あ
る
程
度
公
人
と

し
て
と
ら
え
ら
れ
た
の
に
対
し
、
阪
神
間
の
中
高
一
貫
私
立
高
で
国
語
教
師
を
し
て

い
た
父
は
私
人
と
考
え
ら
れ
た
た
め
の
措
置
で
あ
ろ
う
が
、
単
行
本
化
に
際
し
て
父

の
名
前
が
村
上
千
秋
で
あ
る
こ
と
が
追
記
さ
れ
た
。

（
15
）	

『
新
修
京
都
叢
書
』
第
七
巻 

拾
遺
都
名
所
図
会
、
臨
川
書
店
、
一
九
六
七
年
、
二

四
二
頁
。

（
16
）	

『
東
海
道
分
間
延
絵
図
』
第
二
十
二
巻 

大
津 

京
、
東
京
美
術
、
一
九
八
五
年
。

（
17
）	

村
田
路
人
「
近
世
の
山
科
」（
後
藤
靖
・
田
端
泰
子
編
『
洛
東
探
訪　

山
科
の
歴

史
と
文
化
』
淡
交
社
、
一
九
九
二
年
）、「
街
道
と
山
科
郷
」。

（
18
）	

蹴
上
九
体
町
・
蹴
上
六
軒
町
は
日
ノ
岡
村
に
属
し
た
が
、
東
小
物
座
町
か
ら
連
続

す
る
東
海
道
沿
い
の
町
場
で
あ
っ
た（
京
都
市
編
『
史
料
京
都
の
歴
史
11
山
科
区
』

平
凡
社
、
一
九
八
八
年
、「
日
ノ
岡
村
」
の
解
説
。
鎌
田
道
隆
史
料
校
訂
分
）。
蹴
上

六
軒
町
は
東
海
道
筋
の
粟
田
口
神
明
宮
門
前（
神
明
道
入
口
）に
、
六
軒
の
茶
屋
が
設

置
さ
れ
た
こ
と
に
も
と
づ
く
町
名
で
あ
る
。
蹴
上
九
体
町
の
町
名
は
、
後
掲
の
注

（
27
）で
説
明
す
る
源
義
経
伝
説
に
由
来
す
る
。

（
19
）	

『
新
修
京
都
叢
書
』
第
十
九
巻 

京
都
坊
目
誌
三
、
臨
川
書
店
、
一
九
六
八
年
、
五

三
五
頁
。
近
代
に
纏
め
ら
れ
た
京
都
の
地
誌
で
は
、
竹
村
俊
則
『
昭
和
京
都
名
所
図

会
2
洛
東 

下
』
駸
々
堂
出
版
、
一
九
八
一
年
、
四
一
―
四
二
頁
、
日
本
歴
史
地
名

大
系
『
京
都
市
の
地
名
』
平
凡
社
、
一
九
七
九
年
、
一
五
八
頁
、
が
「
安
養
寺
」
の

項
を
立
て
る
が
、
い
ず
れ
も
事
実
上
『
京
都
坊
目
誌
』
の
要
約
で
あ
る
。

（
20
）	

新
日
本
古
典
文
学
大
系（
梶
原
正
昭
・
山
下
宏
明
校
注
）『
平
家
物
語
』
上
、
岩
波

書
店
、
一
九
九
一
年
。『
百
錬
抄
』
治
承
元
年
五
月
二
十
一
日
条
に
も
「
前
座
主
明

雲
配
翁流
伊
豆
国
往、
公
卿
定
文
、
依
旺不
旺叶
応時
議
往不
旺被
旺下
旺之
、
今
夜
出
応本

房
往、
経
翁廻
一
切
経
谷
辺
往云
々
」
と
あ
る（
新
訂
増
補
国
史
大
系
普
及
版
『
百
錬

抄
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
九
年
）。

（
21
）	

京
都
市
編
『
史
料
京
都
の
歴
史
11
山
科
区
』（
前
掲
）、
二
二
八
頁
。

（
22
）	

『
京
都
新
聞
』
の
閲
覧
は
京
都
府
立
図
書
館
架
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
。

（
23
）	

一
九
九
七
年
の
京
都
市
営
地
下
鉄
東
西
線
の
開
業
に
と
も
な
い
、
一
部
で
府
道

１
４
３
号
線（
旧
国
道
1
号
）と
の
併
用
軌
道（
路
面
電
車
）で
地
上
を
走
っ
て
い
た
京

阪
電
車（
京
阪
電
気
鉄
道
）京
津
線
は
、
京
津
三
条
～
御
陵
間
が
廃
止
さ
れ
た（
そ
れ

に
と
も
な
い
、
村
上
弁
識
が
轢
か
れ
た
山
田
踏
切
り
も
廃
止
さ
れ
た
）。
か
つ
て
の

京
阪
京
津
線
は
、
京
津
三
条
か
ら
東
山
三
条
・
蹴
上（
以
上
併
用
軌
道
）・
九
条
山

（
専
用
軌
道
）・
日
ノ
岡（
併
用
軌
道
）・
御
陵（
専
用
軌
道
）の
各
駅
を
経
て
、
京
阪
山

科
に
至
っ
た
。
現
在
の
地
下
鉄
東
西
線
御
陵
駅
は
、
廃
止
さ
れ
た
京
津
線
日
ノ
岡
駅

と
御
陵
駅
の
ほ
ぼ
中
間
地
点（
の
府
道
１
４
３
号
線
地
下
）に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
京

阪
山
科
か
ら
先
の
京
津
線
は
、
山
科
区
内
の
四
宮（
車
両
基
地
四
宮
車
庫
が
あ
る
）を

経
て
追
分
で
滋
賀
県
大
津
市
と
の
境
界
を
越
え
る（
現
存
部
分
）。
京
阪
電
車
京
津
線

の
メ
モ
リ
ア
ル
と
し
て
は
、
奥
田
行
男
・
野
村
董
・
諸
河
久
『
日
本
の
私
鉄
7 

京

阪
』
保
育
社
カ
ラ
ー
ブ
ッ
ク
ス
、
一
九
八
一
年
、
参
照
。
九
条
山
の
山
中
を
走
る

２
６
0
型（
一
九
五
七
年
～
六
三
年
製
。
恐
ら
く
村
上
弁
識
が
奇
禍
に
あ
っ
た
の
は

２
６
0
型
）準
急
の
写
真
が
同
書
六
八
頁
に
あ
る
。

（
24
）	

叢
書
江
戸
文
庫
『
東
海
道
名
所
記
／
東
海
道
分
間
絵
図
』
国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇

二
年（
佐
伯
孝
弘
校
訂
）。

（
25
）	

旧
東
海
道
の
日
ノ
岡
峠
付
近（
栄
花
山
荘
と
い
う
古
民
家
付
近
。
北
花
山
山
田
町
）

は
、
二
〇
一
六
年
、
山
科
区
の
区
制
四
〇
周
年
記
念
と
し
て
発
行
さ
れ
た
日
本
郵
便

の
記
念
切
手
に
も
、
毘
沙
門
堂
・
勧
修
寺
・
隨
心
院
・
天
智
天
皇
陵
と
並
び
、
山
科

の
代
表
的
な
名
所
旧
跡
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
。

（
26
）	
風
人
社
編
『
ホ
ン
ト
に
歩
く
東
海
道
第
15
集 

南
草
津
～
三
条
大
橋
・
伏
見
』
風

人
社
、
二
〇
一
六
年
、「M

A
P N

o.59 

山
科（
追
分
）
～
三
条
大
橋
」。
風
人
社
編

『
ホ
ン
ト
に
歩
く
中
山
道
第
1
集 

京
都（
三
条
大
橋
）
～
守
山
』
風
人
社
、
二
〇
一

八
年
、「M

A
P N

o.1 

三
条
大
橋
～
髭
茶
屋
追
分
」。

48



（
27
）	

現
在
も
九
条
山
バ
ス
停（
旧
京
津
線
九
条
山
駅
）の
東
側
に
日
ノ
岡
一
切
経
谷
町
地

蔵
堂
が
あ
る（
蹴
上
地
蔵
と
も
呼
ば
れ
る
）。
源
義
経
が
平
家
の
侍
・
関せ
き
が
は
ら
原
与
市
に
水

を
蹴
り
上
げ
ら
れ
、
腹
を
立
て
て
与
市
と
そ
の
郎
等
九
人
を
斬
り
殺
し
た
。
そ
の
菩

提
を
弔
う
た
め
、
九
体
の
石
地
蔵
を
祀
っ
た
う
ち
の
、
現
存
す
る
三
体
の
一
つ
と
伝

え
る（『
雍
州
府
志
』
巻
第
九
「
九
体
町
」
の
項
〈『
新
修
京
都
叢
書
』
第
十
巻 

雍
州

府
志
、
臨
川
書
店
、
一
九
六
八
年
、
六
九
七
頁
〉、『
都
名
所
図
会
』
巻
之
三
「
蹴
上

水
」
の
項
〈
竹
村
俊
則
校
注
『
都
名
所
図
会
』
上
巻
、
角
川
文
庫
、
一
九
六
八
年
、

二
九
六
頁
〉、『
山
城
名
勝
志
』
巻
第
十
三
「
蹴
挙
水
」
の
項
〈『
改
定
史
籍
集
覧
』

第
二
十
二
冊
、
近
藤
出
版
部
、
一
九
三
二
年
三
版
、
六
八
〇
頁
〉
が
伝
え
る
蹴
上
水

と
蹴
上
九
体
町
の
地
名
の
由
来
伝
説
）。『
山
城
名
勝
志
』
は
『
異
本
義
経
記
』
を
出

典
と
し
、
安
元
三
年（
一
一
七
七
）の
こ
と
と
し
て
義
経
に
よ
る
関
原
与
市
重
治
の
斬

殺
伝
説
を
伝
え
る
が
、『
義
経
記
』
で
も
こ
の
話
を
伝
え
る
の
は
、『
山
城
名
勝
志
』

が
引
用
す
る
『
異
本
義
経
記
』
の
み
で
あ
る
。『
東
海
道
分
間
絵
図
』
に
い
う
「
石

の
じ
ぞ
う
」
も
こ
の
石
地
蔵
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
九
体
の
う
ち
、
現
存

す
る
ほ
か
の
二
体
と
さ
れ
る
の
は
、
京
都
府
道
１
４
３
号
線
を
さ
ら
に
京
都
市
営
地

下
鉄
東
西
線
蹴
上
駅（
日
向
神
社
・
安
養
寺
参
道
）方
面
に
戻
っ
た
東
山
ド
ラ
イ
ブ

ウ
ェ
イ
入
口
手
前
の
大
日
如
来
堂（
日
ノ
岡
夷え
び
す
だ
に
谷
町
）に
あ
る
大
日
如
来
石
像
の
左
横

に
立
つ
石
造
地
蔵
立
像
、
蹴
上
イ
ン
ク
ラ
イ
ン（
船
溜
り
）近
く
の
蹴
上
イ
ン
ク
ラ
イ

ン
疏
水
公
園（
左
京
区
粟
田
口
山
下
町
～
東
山
区
東
小
物
座
町
。
安
養
寺
か
ら
も
ほ

ど
遠
く
な
い
）に
あ
る
義
経
大
日
如
来
で
あ
る
。
既
存
の
書
物
で
は
、
日
ノ
岡
一
切

経
谷
町
地
蔵（
蹴
上
地
蔵
）の
写
真
は
、
京
都
新
聞
出
版
セ
ン
タ
ー
編
『
義
経
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
』
京
都
新
聞
出
版
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
五
年
、
一
一
七
頁
に
、
大
日
如
来
堂

（
日
ノ
岡
夷
谷
町
）の
地
蔵
立
像
の
写
真
は
、
川
口
正
貴
『
源
義
経
と
源
平
の
京
都
』

ユ
ニ
プ
ラ
ン
、
二
〇
〇
四
年
、
三
一
頁
に
、
蹴
上
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
疏
水
公
園
の
義
経

大
日
如
来
の
写
真
は
『
源
義
経
と
源
平
の
京
都
』
三
三
頁
、『
義
経
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
』
一
一
八
頁
に
あ
る（
両
書
と
も
、
所
在
地
の
住
所
の
記
載
に
若
干
の
誤
り
が
あ

る
）。
た
だ
し
、
竹
村
俊
則
は
こ
れ
ら
の
石
地
蔵
の
年
代
を
「
鎌
倉
」「
鎌
倉
風
」
と

す
る
一
方
で
、「
石
仏
九
体
と
は
粟
田
口
刑
場（
江
戸
時
代
―
引
用
者
）に
て
処
刑
さ

れ
た
人
々
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
安
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
牛
若
丸
と
は
無
関
係

と
み
る
の
が
正
し
い
」
と
述
べ
る（
竹
村
俊
則
『
昭
和
京
都
名
所
図
会
2
洛
東 

下
』

前
掲
、
三
七
頁
）。

（
28
）	

村
上
春
樹
『
１
９
７
３
年
の
ピ
ン
ボ
ー
ル
』
講
談
社
文
庫
、
一
九
八
三
年
、
一
八

頁
。

（
29
）	

春
樹
が
早
い
時
期
に
自
ら
井
戸
に
つ
い
て
語
っ
た
も
の
と
し
て
は
、
村
上
春
樹
イ

ン
タ
ヴ
ュ
ー
（
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ア
古
田
留
美
子
）「
ム
ラ
カ
ミ
・
ワ
ー
ル
ド
の
秘
密
」

（『
宝
島
』
一
九
八
三
年
十
一
月
号
）が
あ
る
。

（
30
）	

井
上
章
一
『
京
都
ぎ
ら
い
』
朝
日
新
書
、
二
〇
一
五
年
、
二
八
―
三
〇
頁
。
井
上

は
京
都（
洛
中
）の
閉
鎖
性
を
強
調
し
て
い
る
が
、
水
上
勉
は
む
し
ろ
京
都
が
地
方
の

人
を
呑
ん
で
息
づ
い
て
き
た
街
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る（
水
上
勉
『
私
版
京

都
図
絵
』
小
学
館
Ｐ
＋
Ｄ
ブ
ッ
ク
ス
、
二
〇
二
〇
年
）。

（
31
）	

横
井
清
「
京
都
幻
像
―
あ
る
小
宇
宙
」（『
都
忘
れ
の
京
語
り
』
前
掲
）。
私
自
身

は
「
京
都
幻
像
―
あ
る
小
宇
宙
」
を
、
横
井
清
『
光
あ
る
う
ち
に
―
中
世
文
化
と
部

落
問
題
を
追
っ
て
―
』
阿
吽
社
、
一
九
九
〇
年
、
に
収
録
さ
れ
た
際
に
は
じ
め
て
読

ん
だ（『
都
忘
れ
の
京
語
り
』
に
は
再
録
）。
横
井
の
遺
著
『
都
忘
れ
の
京
語
り
』
に

は
、「
京
都
幻
像
―
あ
る
小
宇
宙
」
と
と
も
に
、
市
街
地
・
住
宅
地
に
変
貌
し
つ
つ

も
な
お
農
村
の
風
景
が
残
る
一
九
七
〇
年
代
の
山
科
を
描
い
た
エ
ッ
セ
イ
「
牛
尾
山

麓
記
抄
よ
り
―
山
科
雑
感
」
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
32
）	

横
井
も
渓
流
に
釣
り
に
出
か
け
た
牛
尾
山
道（
音
羽
山
登
山
道
）は
、
大
人
の
遠
足

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
西
日
本
8
『
京
都
を
あ
る
く
』
Ｊ
Ｔ
Ｂ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
、
二
〇
一
八
年
、

一
三
四
―
一
三
七
頁
。
な
お
、
京
都
の
散
歩
本
は
少
な
く
な
い
が
、
山
科
は
取
り
あ

げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
笹
野
み
ち
る
『
泥
沼
ウ
ォ
ー
カ
ー
』
P
A
R
C
O
出
版
、
一

九
九
八
年
、
は
京
都
散
歩
本
の
隠
れ
た
名
著
だ
と
思
う
。

（
33
）	

横
井
清
『
中
世
民
衆
の
生
活
文
化
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
五
年
。

　
（
図
1
）は
一
九
一
五
年（
大
正
四
）五
月
京
都
府
発
行
の
「
京
都
府
全
図
」
の
付
録
「
京

都
市
全
図
」
を
利
用
し
、
こ
れ
に
加
筆
し
た
。

村上春樹と蹴上・山科
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